
要 旨

�次元計測による手話動画からの特徴フレーム抽出法の研究

藤村 和人

コンピュータによる画像認識技術を用いて手話を認識することで� 聴覚障害者と健聴者間

のコミュニケーションツールとして活用することが期待できる�

手話を認識する上で腕の上下左右の動きだけでなく� その前後 �奥行き�も含めた �次元の

位置情報が必要となる� そこで本研究では� ステレオカメラを用いた �次元計測を行い� 腕の

動作の �次元情報を取得する手法を用いる�

本稿では� 手話動画の初期フレーム計測結果から話者の周辺空間を比較的大きないくつか

の領域に分割し� 計測点がその領域を移動していく時系列パターンを入力パターンとする手

話動画像からの特徴抽出法について提案する� 提案手法により� 簡易な座標情報を用いて手

話の特徴抽出行うことを目的として実験行い� 本手法の有効性を確認した�

キーワード 手話認識� ステレオカメラ� 領域分割� 特徴抽出
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